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A case study on persistent appearance of the ensemble of precipitation bands  
in the warm sector of the Baiu front in the western Japan around 19 June 2001 
 
合田泰弘（Yasuhiro GODA）*，加藤内藏進（Kuranoshin KATO）**， 
塚本修（Osamu TSUKAMOTO）*** 
 
A case study on persistent appearance of the ensemble of precipitation bands in the warm sector of the Baiu front in 
Kyushu District, the western part of Japan around 19 June 2001 was performed based on the operational observational 
data.  Around 00UTC (09JST) 19 June when the Baiu front on the surface weather map was still located about a few 
100kms to the north of Kyushu, the number and the total area of the meso-β or γ-scale line-shaped precipitation 
bands increased around Kyushu rapidly.  These precipitation bands had been sustained there and gradually gathered 
each other to change into the Baiu frontal precipitation zone extending from the northern Kyushu to Seto-Naikai (Seto 
Inland Sea) around 09UTC (18JST) 19 June (the intense rainfall zone was still located in the warm sector of the Baiu 
front). 
Until ~09UTC (18JST) 19 June, the moist air flow with the latently unstable stratification had been sustained 
around Kyushu corresponding to the low-level southerly wind toward the surface Baiu front to the north of Kyushu.  
This large-scale situation would contribute greatly to the maintenance of the ensemble of the line-shaped precipitation 
bands in the warm sector of the Baiu front. 
 













（例えば，Ninomiya 1980, 1984; Ninomiya and 
Tatsumi 1980; Ninomiya and Mizuno 1987; Ninomiya 
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 National Centers for Environmental Prediction/ 
National Center for Atmospheric Research
（NCEP/NCAR）によって全球 4 次元同化の再解
析データとして作成されたデータ（2.5°×2.5°緯































	 第１図は 2001年 6月 17日から 21日までの各日 
00UTC（09JST）における地上天気図である（気


























































	 第 3 図	 2001 年 6 月 18 日～20 日における九州本土











夕方近くから（~19 日 09UTC）20 日午前 3 時頃
まで（~19日 18UTC）続いており，九州平均で 5
~6 mm/hもの降水量となった。 
	 18日 18UTC~19日 12UTCにおける 6時間毎の
レーダーアメダス合成図を第 4図に示す。また，




のを第 5 図に示す。第 6 図は，19 日 12UTC にお
ける地上天気図である。 









れらの線状降水帯は，既に 18 日 18UTC（19 日
03JST）には明瞭に出現するようになり，降水域
の面積は全体として増加しながら，このようなパ




数 100km，幅数 10km に及ぶような降水系も見ら






























































































	 第 4 図	 2001 年 6 月 18 日 18UTC（19 日 03JST），19 日 00UTC（09JST），19 日 06UTC（15JST），12UTC(21JST)のレー

























	 第 6 図	 2001 年 6 月 19 日 12UTC（21JST）における






ぞれの時刻（前 1 時間積算値）における約 2.5km
×2.5km 格子のレーダーアメダスデータに基づき，








































































































































































































































した前 1 時間降水量，及び風速の u 成分，v 成分



























































































































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 June 2001 
	 
	 第13図	 (上段)高層気象観測に基づく鹿児島におけ
る 925hPa での相当温位θe925（K，実線）と 700hPa で
の飽和相当温位θe*700（K，破線）の時系列。陰影部
はθe925>θe*700，つまり潜在不安定な状態を示す。














	 高層気象観測が 12 時間おきということで細か
く見ることはできないが，第 13図(上段)に鹿児島
の高層観測データに基づく 925hPa でのθe と
700hPaでの飽和相当温位θe*の時系列を示す。鹿
児島では，下層 925hPa（1km足らずの高度）での
θe の 17 日から 18 日にかけての急速な増大に対
応して，18 日 12UTC には，700hPaθe*よりも数
K 高くなった。すなわち，潜在不安定の状況に転
じた。 














































































	 第 15 図	 2001 年 6 月 18 日の 00UTC（09JST）から 19 日 00UTC(09JST)まで 6 時間ごとに示した 925hPa おける比湿






NCEP/NCAR 再解析データに基づく 18 日 00UTC








































	 第 16 図は 2001 年 6 月 19 日 00UTC(09JST)と
06UTC(15JST)における各気象官署での観測デー

















































	 第 16 図	 2001 年 6 月 19 日 00UTC	 (09JST)（上段）
と 06UTC	 (15JST)（下段）における前 3 時間海面気圧変
化量（hPa/3h）の分布。黒丸で示す各気象官署のデー


































て，2001 年 6 月 19 日頃の事例を解析した。主な
結果は次の通りである。 
	 (1) 総観規模の梅雨前線が地上天気図上で朝鮮



















	 (3) 18 日には，東シナ海域から九州にかけて下































































































u − u = a1(ϕ −ϕ) + a2(λ − λ)              (2) 
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{ Z i – a x i – b y i } 2 が最小となるよう
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